
72 IHI 対処の要否判断 

③ 侵入行為への対処，の三段階からなる警備手順を計画
し実施することが基本になる．
侵入に対処する時間的余裕を確保するため，十分な広さ
をもった制限区域を設定し，制限区域の外周にフェンスな
どの障壁（以下，物理的障壁と呼ぶ）を配置して人の出
入りを制限するとともに，フェンスの近傍に侵入を検知す
るセンサを配置して監視を行うことが一般的である．
しかし，船舶に対する荷憤た場合，疲労による注意力の低下

などのヒューマンエラーによって侵入を見落とす恐れがあ
り，重要施設のセキュリティを低下させる一因となる．こ
の問題を解決するため，自動で侵入検知を行えるセンサの
開発が求め の 行た た ∵の

の
検 解決
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が監視に 看 ぐ鎍ぱ ぬ監誌 報ば ひよの置

ぶ ふ蛉ばばば誌 ど置 ど看 ど
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2. 2. 2　侵入者と背景物の見分け

画像センサは立体的な監視範囲をもつものの，カメラで
撮影した平面的な映像を用いて侵入検知を行うため，奥行
き情報を得ることができない．映像中の変化・動きの有無
によって侵入が検知さ∵
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この結果，JIS の安全基準で「合理的に予見可能な運転
状況下で安全である」とされるレーザクラス 1 を達成し，
人が往来する場所でも安全に使用できるセンサにした．
第




